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１．はじめに 
   本工事は、黒部川上流域の防災対策を目的として、台風や前線に伴う豪雨及び地震

等を原因とした、深層崩壊等による大規模な土石流や天然ダム等の発生に際し、被害

を未然に防止・軽減するための基礎資料とする、監視システムの構築を行うものであ

る。 
   主工程である光ケーブル配線工の施工範囲は、黒部峡谷鉄道㈱様欅平駅～インクラ

イン上部までの約１０ｋｍ区間であり、その多くは関西電力㈱様黒部専用鉄道の上部

軌道上となるため、走行する列車との接触、高熱隧道での一酸化炭素中毒及び酸素濃

度欠乏症及びインクラインでの墜落・転落等、人身事故防止に関する留意点が数多く

挙げられ、また、近接する関西電力㈱様設備は発電施設等の運用に関わる重要設備で

あるため、重大な設備事故に繋がるおそれがある。 
 
 
２．工事概要 

工 事 名  黒部上流域光ケーブル工事 
工事場所  富山県黒部市宇奈月町黒部奥山国有林地内 

１．関西電力黒部第四発電所インクライン上部～欅平情報通信局 
２．関西電力仙人谷ダム 

  工    期  平成２６年９月１９日～平成２７年３月２７日 
  工事内容    ・光ケーブル架空配線 SM６０C     9,000ｍ 
        ・光ケーブル架空配線 SM２０C      300ｍ 
        ・屋外露出配管               300ｍ 
             ・光ケーブル接続             9 箇所 
        ・光ケーブル成端             2 箇所 
        ・光ケーブル接続損失試験         2 方向 
        ・光ケーブル伝送損失試験         2 対向 
        ・CCTV カメラ装置            1 式 



３．工事範囲 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※主工程光ケーブル配線区間 
  ①上部軌道隧道の壁面への固定配線（一部⑤高熱隧道部） 
  ②竪坑エレベータシャフト内の垂直配線 
  ③インクライン部壁面への固定配線 
  ④欅平情報通信局舎周辺の埋設部 
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４．本工事における安全上の課題 
   本工事の主な工事区間となる上部軌道上での作業では、第一に、走行する列車との

接触事故防止措置、加えて冬季でも 30℃～40℃の気温となる上部軌道の一部である高

熱隧道区間作業時の熱中症対策、また、隧道内は開口部の気圧差により常時大気流動

があると考えられるものの、素彫り区間では隧道壁面の不均一箇所での無酸素空気や

有害ガス等の滞留が考えられる為、酸素欠乏症等対策も合わせて必要となる。 
   インクライン部や竪坑エレベータ部においては、それぞれ高低差４５６ｍ・斜度３

４°・延長８１５ｍの急斜部や、高低差２００ｍの垂直エレベータシャフト内部等で

の作業時の確実な墜落・転落防止対策等、更には携帯電話・無線機の使用不可能な環

境下での作業である為、緊急時の連絡手段・体制の確立等通常平坦地での工事の際に

留意すべき点に加え本工事特有の現場環境に応じた対策・対応が必要となる。 
 
       インクライン部 
                            竪坑エレベータシャフト内 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５．安全管理 
   上記課題に対する個別の安全対策として下記の通り実施する事とした。 

１）上部軌道上での列車接触事故の防止について 
作業にあたっては運行ダイヤを確認し、列車が進行してくる方向を都度作業員

に意識付けし、その方向に対面するよう作業を行う。ケーブル敷設作業等、延線

方向に向かっての作業が余儀なくされる場合には、作業主任者が常に列車進行方

向に対向し、警戒を行う。また、列車が作業箇所を通過する際には余裕を持って

列車接触範囲より待避を行う。 
 

 

 



２）高熱隧道区間での熱中症対策 
 冬季においても気温が３０℃～４０℃となる高熱隧道区間の施工においては、

作業現場に飲料水やスポーツドリンク及び塩飴を配置するとともに、作業前ミー

ティング時の作業員体調状況を確認し、体調不良者を予め当日従事作業から除く

こととする。また、作業に従事する作業員についても一定間隔で高熱隧道区域よ

り退避させ休憩を取らせる。また、仙人谷開口部や人見合宿付近から雪をクーラ

ーボックス等に詰め持ち込み、作業員の体温過熱状態の発生に備える。 
 

３）無酸素空気や有害ガス対策 
 隧道内作業、作業着手前に作業現場の酸素濃度、一酸化炭素、硫化水素、可燃

性ガスを測定し、酸素濃度１８％以上、一酸化炭素±１０ｐｐｍ以内、硫化水素

±１．５ｐｐｍ以内、可燃性ガス±５％以内であることを確認し作業着手する。 
 尚、作業中は測定器を作業範囲の上部端、下部端の両端に設置し、有害ガス等

が発生した場合のガス流来の方向を明らかにする事で避難進路、方向の明確化を

図る。 
 

４）インクライン部での転落防止 
 階段部に設置されたエスコートレールに安全器に加え、補助ロープのフックを

併行使用し、転落防止の二重化を図る。取り付けの際には、装着状況を目視確認、

装着音を聴覚確認し、確実に取付た事を指差呼称にて確認する。また、インクラ

イン上部より工具、資材等を落下させた場合に下部の作業員や既存設備に損傷を

与える可能性があることから、防護ネットを設置。 
 

エスコートレールへの安全器・フック取付及び防護ネット設置状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



５）竪坑エレベータ部での落下・墜落防止 
 竪坑エレベータシャフト内のケーブル敷設作業においては、シャフト下部にケ

ーブルドラムを設置し、上部側から下げられたロープにより引上げ敷設すること

とする。その際、シャフト上部の引上げ作業員の手から不意に敷設ロープが離れ

た場合、ロープ・ケーブル落下によりケーブルエレベータ天井部に配置したケー

ブル先端監視を行う作業員を直撃し負傷するおそれがある為、一定長引上げ毎に

シメラーにより引き上げロープ若しくはケーブル支持線の再固定を行い落下防止

の備えとする。また、エレベータシャフト上部の引上作業員及び、エレベータ天

井部配置のケーブル先端監視作業員はエレベータ本体、又はシャフトを構成する

堅牢な構造物に安全帯フックを取付作業する。 
 引上げ敷設後の光ケーブルをエレベータシャフト内に固定する作業の際は、エ

レベータ天井部に乗って作業することとなるため、作業員自身の墜落防止措置と

して敷設作業時のケーブル先端監視作業員同様、エレベータ本体、又はシャフト

を構成する堅牢な構造物に安全フックを取り付ける他、金具締め付け等に使用す

る工具類についても紐等で安全帯に縛り付けることによりその落下を防止する。 
 

シメラーによるケーブル落下防止と、安全帯フックの取付状況 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ラチェットの落下防止紐取付状況 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 



６）緊急時の連絡手段・連絡体制の確立 
 本工事の施工範囲内にて携帯電話の使用が可能な場所は、欅平情報通信局舎周

辺のみとなっており、隧道内等では電波が届かず使用できない。また、施工範囲

が１０ｋｍにも及ぶ為、トランシーバや無線機等による公衆通信可能地点までの

連絡も不可能である。その為、隧道内に一定間隔に設置された関西電力様の事業

用電話を借用し、その通話可能施設であり、尚且つ携帯電話使用可能箇所である

関西電力人見第二合宿所に連絡要員を配置し、作業中の連絡体制を確立する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
６．おわりに 
   ゼロ災・無事故での工事完成を達成する為大前提となる“安全”を確保するために

は、関係者すべてが安全対策の実行者としての役割を自覚することが最も重要であり、

関係者一人一人が決められたことを義務的に行うだけでなく、自ら進んで安全対策に

取り組むことが必要だと考えます。 
   残りの工事でも黒部河川事務所の監督職員の方々、関西電力関係者様、黒部峡谷鉄

道関係者様及び近隣工事関係者様、皆様にご指導を頂きながら、作業現場に適した施

工管理・安全管理を行い無事故で完成できるように取り組んでいきたいと思います。 
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９－２ 緊急連絡体制

   事故又は､緊急時の連絡体制は､下記のとおりです｡緊急事態発生の場合は､現場代理人が
指揮をとり現場と連絡を密にしながら速やかに対処する｡

魚津労働基準監督署 北陸地方整備局
　0765-22-0579 黒部河川事務所副所長
黒部警察署 （技術担当）
　0765-54-0110 　森田　賢治

黒部市民病院 北陸電話工事株式会社 　TEL:0765-52-1122
　0765-54-2211 　富山支店 　携帯:090-8966-5220
新川地域消防本部  TEL:076-441-4360
　0765-54-0119  FAX:076-441-4722 　前川　誠
大町警察署 現場代理人 　TEL:0765-52-4669
　0261-22-0110 　清水　保 　携帯:090-4687-0479
大町消防署  携帯:090-2377-5980　ﾄﾞｺﾓ 主任監督員
　0261-22-0119  携帯:080-5854-9886　au 宇奈月砂防出張所長
大町総合病院  自宅:076-436-7432 　大﨑　正範

　0261-22-0119 　TEL:0765-62-1260

　携帯:090-8966-5202
監督員

黒部峡谷鉄道㈱ 宇奈月砂防出張所　

　指令所 北陸電話工事株式会社 　宮ヶ丁　博
　0765-62-1165 　富山支店 　TEL:0765-62-1260
　当直（夜間） 　営業部　施工管理課長 　携帯:090-5680-0516
　0765-62-1842 　　東　伸正 監督員

無線機借用  TEL:076-441-4360 宇奈月ダム管理所
 携帯:090-3290-3978 　中村　長則

関西電力  自宅:0766-84-4836 　TEL:0765-62-9071

黒部ダム管理所 　携帯:090-1634-4776

　0261－22－5442

緊  急  連　絡　系　統　図

黒部河川事務所工務課長

緊急連絡体制 
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業務電話網 

公衆携帯電話網 


